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進路ガイダンス
自分の進路に合わせて、分野別に講話や体
験を行い、進路達成を目指す。

蔵王タイム ５月・２月

体験を通してより職業に対して理解を深め、進
路目標を明確にする。

蔵王タイム
特別活動

４～１２
月

③　清掃活動の徹底

④　清楚な身だしなみ

⑤　ベル着の励行

⑥　課題提出の徹底

１
年

オリエンテーション
高等学校での学習の仕方を理解し、高校卒業
の目的を意識する。

特別活動 ４月

合計時数

　社会福祉の理念と意義を
理解させ、社会福祉の増進
に寄与する基本的な能力と
実践的な態度を育てなが
ら、知識と技術を総合的、
体験的に修得させる。

　ビジネスの意義や役割に
ついて理解させ、関連する
職業とのつながりを意識さ
せ、将来を通して学び続け
る力を育てる。

マナー講習
電話のかけ方、あいさつなどを学び、職業体
験をする上で必要なマナーを身に付ける。

蔵王タイム ８月

職業体験・探究活動

１
年

○　新しい環境に適応させるとともに他者との望ましい人間関係の構築を促
　　 す。
○　新たな環境の中で自らの役割を自覚したり、積極的に果たしたりさせる。
○　様々な情報を収集し、自分の将来について考える機会を与える。
○　他者の価値観や個性を理解し、自分との差異を認めつつ受容する気落
　　 ちを育てる。

２
年

○　学習活動を通して自らの勤労観、職業観について価値観の形成を図る。
○　自己の職業的な能力適性を理解し、将来設計を図る。
○　進路希望を実現するための諸条件や課題を理解し、主体的に検討しよう
　　 とする態度を養う。

学年共通 各学年指導目標

指導内容 ねらい 指導教科等 実施時期

３
年

指
導
内
容

①　あいさつの励行

②　朝学習の徹底

２
年

３
年

探究活動
社会人の方とクラスメイトのディスカッションの
中から、自分にできることや生き方を考える。

進路講話
進路選択について考え、これから高校生活を
いかに送るかを考える。

蔵王タイム ４～８月

蔵王タイム
８～１２

月

蔵王タイム ５月・２月

科目選択
自分の進路を考え、必要な科目を選択し、高
校生活の目標を立てる。

蔵王タイム ５～６月

進路ガイダンス 自己を理解し、将来の進路を考える。

　情報化が社会に及ぼす影
響を理解させるとともに、情
報技術を活用する能力を養
い、職業との関連を意識さ
せ、将来を通して学び・活用
し続ける力を育てる。

令和８年度　宮城県白石高等学校蔵王キャンパス　「志教育」年間指導計画

３つの視点

数学

　表現力や伝え合う力を養
い、思考力や想像力を伸ば
し、心情を豊かにする。ま
た、日本文化を通して将来
の自分を見据えながら、人
としての心得を身に付ける。

　わが国の歴史及び世界各
国の文化・風土を尊重しな
がら、異文化理解を深め、
国際社会に積極的に貢献
するような資質を養う。

　複雑な現代社会の仕組み
を先哲の考えを取り入れな
がら考察し、他者を尊重し
つつ、主体的に社会に貢献
しようとする公民的資質を
養う。

　数学的活動を通して、
様々な事象を数学的に考察
し表現する能力を高め、数
学的根拠に基づいて判断す
る力と問題解決能力を育て
る。

  実験・実習を通して、探究
する態度を養いながら、自
然災害を回避、あるいは適
切な対応が取れるよう、自
然現象を科学的に理解させ
る。

　芸術の幅広い活動を通し
て、生涯にわたり芸術を愛
好する心情を育てるととも
に、豊かな情操を養う。

外国語の運用能力の学習
また諸外国の文化・歴史を
学ぶことにより、自国に対す
る認識を深める。将来、他
国の人々と深く交流できる
ように資質を養う。

　社会と家庭とのかかわり
について理解を深め、生活
に必要な知識と技術を取得
させ、男女が協力して生活
を創造する能力と実践的な
態度を育てる。

各
教
科
指
導
目
標

家庭
　心と体を一体としてとら
え、生涯にわたって健康の
保持増進を図り、明るく豊
かで活力ある生活を育む態
度を育てる。


